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○参考資料１-１「事業実施にあたっての留意事項」関連 
３．地形・地盤的課題 

資
料
：「

ダ
ム

技
術

者
の

た
め

の
沖

縄
の

地
質

」
沖

縄
総

合
事

務
局
（

昭
和

6
1
年

3
月

） 
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  6-1 土砂災害 

 

 

  

 
６．耐災害性 

資
料
：
「
国
土

数
値
情

報
 
土
砂

災
害
危

険
箇
所

デ
ー

タ
」

H
22

年
、

国
土

交
通

省
国

土
政

策
局

国
土

情
報

課
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  6-2 津波災害 

 

 

 

高
架
 

高
架
 

高
架
 

高
架
 

地
下
 

高
架
 

高
架
 

地
下

 

高
架
 

地
下
 

資
料

：
沖

縄
県
津

波
浸

水
想

定
図

（
平

成
27

年
3
月

）
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 2-1 自然環境 
  2-1-1 重要な植物・生態系 

 
 

 

 
 

 
 

 
：
特

定
植
物

群
落

 
 

 
 

●
 
：
巨

樹
・
巨

木
等

 
 資
料

1
：
「
植

生
自
然

度
区
分

概
要
及

び
全
国

集
計
」
環

境
省
・

生
物

多
様

性
セ

ン
タ

ー
W
e
b
ペ

ー
ジ

 

資
料

2
：
「
第

6
回
・
第

7
回

自
然
環

境
保
全

基
礎
調
査

植
生
調

査
 

植
生

調
査

」
 

平
成

1
1
～
1
6
年

度
・
平
成

1
7
年

度
～
、

環
境
省

 

資
料

3
：
「
第

3
回
自

然
環
境

保
全
基

礎
調
査

 
沖
縄
県

自
然
環

境
情

報
図

」
平

成
元

年
、

環
境

省
 

資
料

4
：
「
第

4
回
自

然
環
境

保
全
基

礎
調
査

 
巨
樹
・

巨
木
林

調
査

報
告

書
」

昭
和

6
3
年

、
環

境
省

 

資
料

5
：
「
沖

縄
の
名

木
百
選

」
沖
縄

県
環
境

部
自
然
保

護
・
緑

化
推

進
課

H
P
 

資
料

6
：
「
お

き
な
わ

ふ
る
さ

と
の
名

木
」
平

成
1
4
年
、
公
益

社
団
法

人
 
沖

縄
県

緑
化

推
進

委
員

会
 

ル
ー

ト
に

か
か

る
可

能
性

の
あ

る
自

然
度

別
エ

リ
ア

単
位

：
h
a

B
案

B
派

生
案

C
案

C
派

生
案

D
案

D
派

生
案

1
2
,6

1
3

2
,9

6
0

2
,9

0
7

3
,1

5
2

3
,3

5
0

3
,4

7
6

3
,6

7
4

市
街

地

2
1
,8

3
1

2
,4

9
6

2
,2

7
6

2
,7

8
6

2
,7

2
3

3
,2

3
4

3
,1

7
1

3
4
9

3
0

2
5

3
9

3
9

2
0

2
0

4
3
2

2
0

1
6

3
2

3
2

2
0

2
0

5
7
1
1

8
7
5

1
,1

3
5

3
5
4

3
8
8

5
1
4

5
4
8

6
1
,6

8
4

1
,6

4
9

1
,8

3
0

1
,1

8
6

1
,1

8
6

1
,0

4
3

1
,0

4
3

造
林

地

7
2
4
9

2
9
8

2
9
6

3
6
6

3
2
3

4
2
5

3
8
3

8
3
0
4

7
0
2

7
1
6

2
8
0

2
8
0

6
7
8

6
7
8

9
1
0
6

7
9

7
9

1
0
6

1
0
6

7
9

7
9

1
0

3
5

1
8

3
1

2
8

2
8

1
0

1
0

合
計

7
,6

1
4

9
,1

2
6

9
,3

1
2

8
,3

3
0

8
,4

5
6

9
,5

0
1

9
,6

2
7

自
然

度
が

高
い

エ
リ

ア
（
自

然
度

9
～

1
0
）

単
位

：
h
a

B
案

B
派

生
案

C
案

C
派

生
案

D
案

D
派

生
案

7
2
4
9

2
9
8

2
9
6

3
6
6

3
2
3

4
2
5

3
8
3

8
3
0
4

7
0
2

7
1
6

2
8
0

2
8
0

6
7
8

6
7
8

9
1
0
6

7
9

7
9

1
0
6

1
0
6

7
9

7
9

1
0

3
5

1
8

3
1

2
8

2
8

1
0

1
0

合
計

6
9
4

1
,0

9
7

1
,1

2
3

7
8
1

7
3
8

1
,1

9
3

1
,1

5
0

-

二
次

林

自
然

林
、

自
然

草
原

農
耕

地
等

二
次

草
原

二
次

林

自
然

林
、

自
然

草
原

自
然

度
A
案

B
案

及
び

B
派

生
案

C
案

及
び

C
派

生
案

D
案

及
び

D
派

生
案

備
考

影
響

を
受

け
る

と
考

え
ら

れ
る

エ
リ

ア
(重

要
な

植
物

・
生

態
系

)

自
然

度
A
案

B
案

及
び

B
派

生
案

C
案

及
び

C
派

生
案

D
案

及
び

D
派

生
案

備
考

樹
林

生
態

系
 

森
林
生
態
系
 

○参考資料１-２「環境影響について」関連 
２．環境影響について 
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  2-1-2 重要な動物・生態系 

 

 

  

        資
料
：
「
自
然

環
境

の
保

全
に

関
す

る
指

針
［

沖
縄
島
編

］」
平

成
1
0
年

2
月
、
沖

縄
県
環
境

保
健
部

自
然
保

護
課

 

ラ
ン

ク
別

の
影

響
を

受
け

る
メ

ッ
シ

ュ
(個

)

B
案

B
派

生
案

C
案

C
派

生
案

D
案

D
派

生
案

ラ
ン

ク
Ⅰ

0
0

0
0

0
0

0
自

然
環

境
の

厳

正
な

保
護

を
図

る
区

域

ラ
ン

ク
Ⅱ

3
0

2
7

3
3

2
4

2
4

1
8

1
8

自
然

環
境

の
保

護
・
保

全
を

図

る
区

域

ラ
ン

ク
Ⅲ

4
7

4
9

5
6

4
7

4
6

4
7

4
6

自
然

環
境

の
保

全
を

図
る

区
域

ラ
ン

ク
Ⅳ

5
6

7
6

6
9

8
1

8
1

9
8

9
8

身
近

な
自

然
環

境
の

保
全

を
図

る
区

域

ラ
ン

ク
Ⅴ

1
2

1
2

1
2

6
8

6
8

緑
地

環
境

の
創

造
を

図
る

区
域

合
計

1
4
5

1
6
4

1
7
0

1
5
8

1
5
9

1
6
9

1
7
0

-

保
護

・
保

全
の

重
要

度
が

高
い

ラ
ン

ク
の

メ
ッ

シ
ュ

数

B
案

B
派

生
案

C
案

C
派

生
案

D
案

D
派

生
案

ラ
ン

ク
Ⅱ

3
0

2
7

3
3

2
4

2
4

1
8

1
8

自
然

環
境

の
厳

正
な

保
護

を
図

る
区

域

ラ
ン

ク
Ⅲ

4
7

4
9

5
6

4
7

4
6

4
7

4
6

自
然

環
境

の
保

護
・
保

全
を

図

る
区

域

合
計

7
7

7
6

8
9

7
1

7
0

6
5

6
4

-

影
響

を
受

け
る

と
考

え
ら

れ
る

ラ
ン

ク
別

区
域

数
(重

要
な

動
物

・
生

態
系

)

ラ
ン

ク

ラ
ン

ク

A
案

B
案

及
び

B
派

生
案

C
案

及
び

C
派

生
案

D
案

及
び

D
派

生
案

備
考

A
案

B
案

及
び

B
派

生
案

C
案

及
び

C
派

生
案

D
案

及
び

D
派

生
案

備
考
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  2-1-3 地下水 

  
 

 
 
 
 
 

：
国
道
、
主
要
地
方
道
、
一
般
県
道

等
 

 
 
 
 
 

：
地
下
水
帯
水
層
 

 
 
 
 
 
 

：
樹
林
地

 
 
 
 
 
 

：
流
域
界
・
非
集
水
域

 

 
 
 
 
 

：
河
川

 
 
 
 

●
 
：
井
戸

 
 
 
 

●
 
：
湧
水

 
 
 
 
 
 

：
ダ
ム

 

 

資
料

1：
「
沖
縄
の
河
川
と
海
岸
」
平
成

1
6
年
、
沖
縄
県
土
木
建
築
部
 

資
料

2：
「
お
き
な
わ
の
川
と
海
」
平
成

1
8
年
、
沖
縄
県
土
木
建
築
部
 

資
料

3：
「
沖
縄
県
主
要
水
系
調
査
書

 (
沖
縄
本
島
北
部
地
域

)」
昭
和

6
1
年
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
 

資
料

4：
「
沖
縄
県
主
要
水
系
調
査
書

 (
沖
縄
本
島
中
北
部
地
域

)」
昭
和

6
3
年
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
 

資
料

5：
「
沖
縄
県
主
要
水
系
調
査
書

 (
沖
縄
本
島
中
南
部
地
域

)」
平
成
元
年
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
 

資
料

6：
「
沖
縄
県
地
下
ダ
ム
マ
ッ
プ
」
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

 農
林
水
産
部

W
eb
 

資
料

7：
「
沖
縄
県
の
代
表
的
な
湧
水
」
環
境
省

W
eb
 

資
料

8：
「
企
業
局
概
要
 沖

縄
の
水
」
平
成

2
6
年
、
沖
縄
県
企
業
局
 

資
料

9：
「
国
土
数
値
情
報
 
流
域
界
・
非
集
水
域

G
IS

デ
ー
タ
」
昭
和

5
2
年
、
 

国
土
交
通
省
国
土
数
値
情

報
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
 

 

名
称

那
覇

市
宝

口
桶

川
那

覇
市

首
里

儀
保

町
4-

7
1
-
2
付

近

那
覇

市
坊

主
川

那
覇

市
繫

多
川

2
-
1
7
-
44

付
近

那
覇

市
坂

中
桶

川
那

覇
市

天
久

1
1
7
4
付

近

宜
野

湾
市

野
嵩

く
シ

ヌ
カ

ー
宜

野
湾

市
野

嵩
西

門
原

市
指

定
史

跡

宜
野

湾
市

喜
友

名
泉

（
ウ

フ
ガ

ー
・
カ

ー
グ

ァ
ー

）
宜

野
湾

市
喜

友
名

下
原

国
指

定
重

要
文

化
財

宜
野

湾
市

森
の

川
宜

野
湾

市
真

志
喜

富
盛

原
県

指
定

　
名

勝

宜
野

湾
市

大
謝

名
メ

ー
ヌ

カ
ー

宜
野

湾
市

大
謝

名
前

原
市

指
定

史
跡

宜
野

湾
市

我
如

古
ヒ

ー
ジ

ャ
ー

ガ
ー

宜
野

湾
市

我
如

古
前

原
市

指
定

有
形

民
俗

文
化

財

浦
添

市
東

ガ
ー

浦
添

市
西

原
４

丁
目

う
が

ん
や

ま
公

園
内

市
指

定
史

跡

浦
添

市
安

波
茶

樋
川

浦
添

市
安

波
茶

２
丁

目
内

閣
府

浦
添

宿
舎

西
側

市
指

定
史

跡

浦
添

市
仲

間
樋

川
浦

添
市

仲
間

２
丁

目
浦

添
中

学
校

北
側

市
指

定
史

跡

名
護

市
潮

平
川

湧
水

名
護

市
屋

部
7
3
6-

2

読
谷

村
楚

辺
暗

川
読

谷
村

字
楚

辺

読
谷

村
サ

シ
ジ

ャ
ー

読
谷

村
字

伊
良

皆

嘉
手

納
町

屋
良

の
シ

リ
ー

ガ
ー

嘉
手

納
町

字
屋

良
75

0
嘉

手
納

町
屋

良
の

ヒ
ー

ジ
ャ

ー
ガ

ー
屋

良
城

跡
公

園
内

嘉
手

納
町

ヌ
ー

ル
ガ

ー
屋

良
城

跡
公

園
内

北
谷

町
桃

原
ガ

ー
北

谷
町

字
吉

原
北

谷
町

チ
ブ

ガ
ー

北
谷

町
字

大
村

町
文

化
財

指
定

北
谷

町
奈

留
ガ

ー
北

谷
町

字
伊

平
北

谷
町

イ
ー

ヌ
カ

ー
北

谷
町

字
吉

原
北

谷
町

イ
ン

ガ
ー

北
谷

町
字

砂
辺

北
谷

町
ス

ー
ガ

ー
北

谷
町

字
大

村
北

谷
町

ウ
ー

チ
ヌ

カ
ー

北
谷

町
字

伊
平

北
谷

町
ホ

ー
ス

ガ
ー

北
谷

町
字

吉
原

北
中

城
村

ヒ
ー

ジ
ャ

ー
ガ

ー
北

中
城

村
字

荻
道

西
門

原
2
6

北
中

城
村

ア
ガ

リ
ヌ

カ
ー

北
中

城
村

字
大

城
門

田
原

1
1
4-

1

北
中

城
村

チ
ブ

ガ
ー

北
中

城
村

字
大

城
門

田
原

1
4
2

北
中

城
村

イ
リ

ヌ
カ

ー
（
大

城
）

北
中

城
村

字
大

城
門

田
原

1
4
1-

1

北
中

城
村

イ
ー

ヌ
カ

ー
北

中
城

村
字

荻
道

西
門

原
2
8

北
中

城
村

メ
ー

ヌ
カ

ー
北

中
城

村
字

荻
道

西
門

原
5
9

北
中

城
村

タ
チ

ガ
―

北
中

城
村

字
荻

道
西

門
原

4
8
5

回
答

市
区

町
村

名

湧
水

の
名

称
所

在
地

概
要

等

出
典

）
環
境

省
hp

 

・
環

境
省
が

整
理
を
行
っ
た
、
沖
縄
県
の
代
表
的
な
湧
水
【
抜

粋
版

】
 

を
以

下
に
示

す
。
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  2-1-4 重要な地形・地質 

 

 

  

資
料

1：
「
第

3
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査

 自
然
景
観
資
源
調
査
報
告
書

(沖
縄
県
)」

 

平
成
元
年
、
環
境
庁
 

資
料

2：
「
日
本
の
地
形
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

 第
1
集
 
-危

機
に
あ
る
地
形

-」
 

1
9
94

年
1
月
 

資
料

 

 
 
 
 
 
：
海
成
段
丘

 
 

 
 
：
保
存
す
べ
き
地
形

 

※
海

成
段

丘
は

、
海

底
の

隆
起

や
浸

食
を

繰
り

返
す

こ
と

に
よ

り
形

成
さ

れ
た

階
段

状
の

地
形

で
あ

る
。

自
然

景
観

資
源

調
査

(環
境

省
)に

お
い

て
は

景
観

資
源

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
 

【
海

成
段

丘
の

例
（

恩
納

村
の

万
座
毛

）】
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  2-1-5 人と自然との触れ合い活動の場、  2-1-6 歴史的・文化的環境 

 

 

 

資
料

1：
「

平
成

25
年

度
版
 文

化
財
課
要
覧
」
平
成

25
年
、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
 

資
料

2：
「

沖
縄
県

土
地
利

用
規
制
現
況
図
」
平
成

25
年
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部

 

資
料

3：
「

第
3
回

自
然
環

境
保
全
基
礎
調
査

 自
然
景
観
資
源
調
査
報
告
書

(沖
縄
県

)」
平
成
元
年
、
環
境
庁
 

資
料

4：
「

う
ち
な

ー
観
光

教
本
」
平
成

25
年
、
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
 

※
そ

の
他
、

各
市
町

村
要
覧
等
を
も
と
に
補
足

 

※
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
 

住
居
跡
な
ど
の
「
遺
構

」、
土
器
や
石
器
な
ど

の
「
遺
物
」
と
い
っ
た
文
化
財
が
埋
も
れ
て
い
る

土
地
（
遺
跡
）
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
埋
蔵
文
化

財
を
包
蔵
す
る
土
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
ま

す
。（

文
化
財
保
護
法
第

93
条
第

1
項

）。
 

 
 

 
 
 
：
海
成
段
丘

 
 
 

●
 
 
：
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

 
 
 

●
 
 
：
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場

 
(観

光
施
設
、
公
園
･
景
勝
地
、
ゴ
ル
フ
場
、

 
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
･
教
育
等
施
設

) 
 
 

○
 
 
：
主
な
眺
望
点

 
 
 

●
 
 
：
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
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  2-1-7 配慮事項等（自然環境法令等による規制） 

 

 

 

資
料
：
「
沖
縄

県
土

地
利

用
規

制
現

況
図

」
平

成
25

年
、

沖
縄

県
企

画
開

発
部
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 2-2 生活環境 
  2-2-1 騒音・振動 

 

 

  
【
騒

音
の

目
安

(地
方

都
市

・
山

村
部

用
)】
 

出
典

）「
全

国
環

境
研

協
議

会
」
 

騒
音

小
委

員
会

」 

【
環

境
保

全
対

策
事

例
】
 

○
軌

道
に

係
る

保
全

対
策

例
 

騒
音

 
(
車

両
)
車

輪
フ

ラ
ッ

ト
研

削
、

滑
走

防
止

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、
主

電
動

機
の

形
状

変
更

、
防

音
車

輪
、

車
両
の
軽
量

化
、
車

両
搭

載
機

器
の

低
騒

音
化

、
 
(
軌

道
)
ロ
ン

グ
レ
ー

ル
化

、
レ

ー
ル

継
目

形
状

の
改

良
、

レ
ー

ル
頭
頂

面
削

正
、

弾
性

分
器

化
、

き
し

り
音

防
止
、
 
(
構

造
物

、
高

架
橋

/
鋼

橋
)
バ

ラ
ス

ト
マ

ッ
ト

、
防
振

ス
ラ
ブ

、
弾

性
ま

く
ら

ぎ
直

結
軌

道
、

鋼
橋

に
お
け

る
桁
部

材
の

制
振

、
 

(
遮

蔽
)
防

音
壁

；
逆

L
型
式

・
嵩
上

げ
式

・
干

渉
型

式
、

軌
道

面
吸

音
；

植
生
敷
設
、
枝

ぶ
り

が
良

い
常

緑
樹

の
植

生
塀

、
 
(
住

宅
側

)
ダ

ブ
ル

ス
キ

ン
/
多

重
遮

音
窓

、
壁

面
緑

化
 

振
動

 
(
振
源

)
制

振
車

輪
/
防

振
車

輪
、
防

振
ス

ラ
ブ

、
振

動
遮

断
、

 
(
遮

蔽
)
防

振
溝

/
防

振
壁

、
 

(
住

宅
側

)
防
振

/
制

振
/
免

震
/
耐

震
等

建
築

物
 

○
ま

ち
づ

く
り

に
係

る
保

全
対

策
例

案
 

騒
音

 
(
鉄

道
沿

線
)
住

宅
専

用
地
域

に
隣

接
し
た

路
線
を

通
す
の

は
避
け

る
、
駅

周
辺

沿
線
の

暗
騒
音

へ
の
付

加
低
減

、
 

(
建
築

物
)
外

壁
を

で
き

る
だ
け

柔
ら
か

い
材
料

や
吸
音

材
料
の

使
用

、
壁
面

緑
化
・

屋
上
緑

化
の
導

入
に
よ

る
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
現
象

や
音
環

境
劣
化

の
回
避

、
新
築

建
築

物
に
対

し
て
は

、
防
音

機
能

/
建

築
環

境
総

合
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
(
C
A
S
B
E
E
)

の
導
入
、
バ

ッ
フ
ァ

ー
ビ
ル

の
配
置

、
 
(
土

地
利
用

)
類
型
指
定

の
見
直

し
 

振
動

 
(
鉄
道
沿

線
)
都
市

部
近
郊

で
は
、
防

振
溝

/
防

振
壁
の

設
置

、
必
要

で
あ

れ
ば
地

盤
改
良

、
 

(
建

築
物

)
防

振
/
制

振
/
免

震
/
耐

震
等

建
築

物
、

 
(
土

地
利

用
)

地
盤
を
構

成
す
る

土
質
・

地
質
等

の
特
性

把
握

 
○

対
策

検
討

 
・
在

来
線
の
騒

音
・
振
動
の

既
存
調

査
結
果

を
参
考
に

し
な

が
ら
対

策
の
検

討
を
行

う
。

 

○
施

工
・
維

持
管

理
 

・
鉄

軌
道

新
設
の

際
に
は

、
「

在
来

鉄
道

の
新

設
又

は
大

規
模

改
良
に

際
し

て
の
騒

音
対
策

の
指

針
」
（

平
成

7
年

1
2
月
、
環
境
庁

大
気
保

全
局
）
を

遵
守

し
、
施

工
・

維
持
管
理

を
行
う

。
 

    
新
線

 

等
価

騒
音

レ
ベ
ル

(
L A

e
q
)
と

し
て

、
昼

間
(
7
～

2
2
時

)
に
つ
い

て
は

6
0
d
B
(
A
)
以

下
、
夜
間
(
2
2
時
～
翌
日

7
時

)
に

つ
い

て
は

5
5
d
B
(
A
)
以
下

と
す

る
。

な
お

、
住

居
専

用
地

域
等

住
居

環
境

を
保

護
す
べ
き
地

域
に
あ

っ
て

は
、
一

層
の

低
減
に

努
め

る
こ
と

。
 

大
規
模

 
改
良
線

 
騒

音
レ

ベ
ル

の
状

況
を

改
良

前
よ

り
改
善
す
る

こ
と
。

 

 

・
車

種
の

違
い

に
よ

り
、
周

辺
環

境
に

与
え

る
影

響
が

異
な

る
た

め
、
周

辺
の

環
境

に
合

わ
せ

た
、
シ

ス
テ

ム
の

検
討

を
行

う
。
車

種
ご

と
の

騒
音

の
目

安
に

つ
い

て
は

以
下

に
示

す
。

 
 

 
普

通
鉄

道
 

 
 

 
 

 
 

 
 
8
0
d
B
(
A
)
程

度
 

 
 
小

型
鉄

道
・
モ

ノ
レ

ー
ル

、
L
R
T
 

7
5
～

8
0
d
B
(
A
)
程

度
 

 
 
A
G
T
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
7
0
d
B
(
A
)
程

度
 

 
 
H
S
S
T
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
7
0
d
B
(
A
)
以

下
 

 
 
（

参
考

）
バ

ス
 

 
 

 
 

 
 
 
8
5
～

9
0
d
B
(
A
)
程

度
 

※
車

外
騒

音
に

つ
い

て
は

、
測

定
条

件
が

異
な

る
こ

と
、
最

高
速

度
1
0
0
k
m
/
h

以
上

の
場

合
の

車
外

騒
音

特
性

は
デ

ー
タ

と
し

て
存

在
し

な
い

こ
と

等
か

ら
あ

く
ま

で
参

考
値

扱
い

の
デ

ー
タ

と
す

る
。

 
出

典
:
「

平
成

1
0
年

度
(
第

2
8
回
)
交

通
安

全
公

害
研

究
所

 
研

究
発

表
会
 

講
演
概

要
 

1
9
9
8
.
1
1
」

他
 

：
7
0d

B
以

上
 

：
6
0d

B
未

満
 

：
6
0～

70
d
B 

出
典
：「

環
境
白
書
平
成

27
年
度
報
告
」（

平
成

29
年

3
月
）
 

※
平
成

27
年
度
自
動
車
交
通
騒
音
測
定
結
果
（
市
町
村
実
施
）

よ
り
、
昼
間
の
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
（
ｄ
B）

を
騒
音
レ
ベ
ル
 

に
応
じ
て
色
分
け
し
て
記
載
。
 

【
平
成

27
年
度
自
動
車
交
通
騒
音
測
定
結
果
(市

町
村
実
施
)】

 

環
境

基
準

：
6
5～

7
0d
B 
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 2-3 景観 
  2-3-1 景観への影響 

 

 

 

西
海
岸
自
然
景
観
軸
の
目
標

自
然
海
岸
を
有
し
、
リ
ゾ
ー
ト

立
地
。
海
浜
へ
の
眺
望
が
中
心

景
観
で
あ
り
、
大
切
な
観
光
資

源
と
し
て
、
十
分
楽
し
め
る
よ

う
に
す
る
。

や
ん
ば
る
の
森
景
観
域
の
目
標

本
島
の
自
然
の
宝
庫
。
眺
め
る
対

象
と
し
て
の
や
ん
ば
る
の
森
と
そ

れ
を
取
り
ま
く
海
岸
線
の
景
観
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
今
後
と
も

維
持
継
承
す
る
。

中
城
湾
歴
史
景
観
軸
の
目
標

湾
と
緑
の
丘
陵
が
一
体
と
な
っ

て
中
心
景
観
と
な
る
。
３
つ
の

世
界
遺
産
グ
ス
ク
を
有
し
、
丘

陵
か
ら
湾
へ
の
眺
望
は
景
観
資

源
と
な
る
。
こ
れ
ら
一
体
的
な

景
観
の
保
全
活
用
に
向
け
た
景

観
形
成
を
図
る
。

環
金
武
湾
景
観
軸
の
目
標

島
嶼
空
間
を
有
し
、
穏
や
か

で
美
し
い
海
岸
が
広
が
り
、

伝
統
的
な
集
落
景
観
及
び
田

園
空
間
が
広
が
る
。
海
や
島

嶼
景
観
へ
の
眺
め
に
配
慮
し
、

集
落
・
田
園
と
調
和
し
た
景

観
形
成
を
図
る
。

中
南
部
都
市
景
観
軸
の
目
標

本
県
の
市
部
が
集
積
・
連
担
し
、

複
数
の
中
心
景
観
を
有
す
る
。

特
に
沖
縄
市
は
米
軍
統
治
下
の

異
国
情
緒
漂
う
独
特
な
市
街
地

景
観
を
残
す
。
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
都
市
景
観
の
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

南
部
海
岸
景
観
域
の
目
標

海
岸
線
は
断
崖
や
砂
浜
が
続
く
。

都
市
化
が
進
む
反
面
純
農
村
風

景
も
見
ら
れ
る
。
平
和
・
戦
跡

遺
産
を
中
心
景
と
し
、
海
岸
景

観
の
保
全
、
集
落
・
田
園
景
観

と
調
和
し
た
景
観
形
成
を
図
る
。

西
海
岸
都
市
景
観
軸
の
目
標

本
県
の
市
部
が
集
積
・
連
担
し
、

複
数
の
中
心
景
観
を
有
す
る
。

特
に
空
港
・
港
湾
か
ら
中
北
部

へ
伸
び
る
沿
道
は
、
沖
縄
の
第

一
印
象
を
決
定
づ
け
る
大
切
な

景
観
軸
で
あ
り
、
景
観
形
成
が

急
が
れ
る
。

・
「
沖

縄
県

景
観

形
成

基
本

計
画

 
（
平

成
2
3

年
1

月
）
」
（
沖

縄
県

）
で

は
、

本
県

の
景

観
形

成
に

お
い

て
重

要
な

区
域

又
は

軸
で

あ
り

、
か

つ
単

独
市

町
村

の
範

囲
を

超
え

、
複

数
の

市
町

村
に

ま
た

が
っ

て
景

観
形

成
上

の
調

整
が

必
要

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
基

本
的

な
区

域
又

は
軸

を
設

定
し

て
お

り
、

広
域

景
観

軸
と

し
て

5
つ

設
定

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
示

さ
れ

て
い

る
各

軸
に

お
け

る
風

景
づ

く
り

の
キ

ー
ワ

ー
ド

（
保

全
・
回

復
・
創

出
を

図
る

べ
き

景
観

）
は

以
下

の
と

お
り

。
 

 
【
西

海
岸

自
然

景
観

軸
(今

帰
仁

村
・
本

部
町

・
名

護
市

・
恩

納
村

・
読

谷
村

）
】
 

（
保

全
・
回

復
）
 

・
代

表
的

な
視
点

場
か
ら

海
へ
の

眺
望

 
・

山
並
み

・
稜
線

 
・

特
色
あ

る
自
然

（
山
、

海
・
海

岸
、
川

等
）

 
（
創

出
）
 

・
背

景
と

な
る
自

然
と
の

調
和

 
【
環

金
武

湾
景

観
軸

（
宜

野
座

村
・
金

武
町

・
う

る
ま

市
）
】
 

（
保

全
・
回

復
）
 

・
代

表
的

な
視
点

場
か
ら

海
へ
の

眺
望

 
・

山
並
み

・
稜
線

 
（
創

出
）
 

・
自

然
の

地
形
の

尊
重
、

集
落
・

田
園
風

景
と
の
調
和

 
【
中

城
湾

歴
史

景
観

軸
（
う

る
ま

市
、

沖
縄

市
・
北

中
城

村
・
中

城
村

・
西

原
町

・
 

与
那

原
町

・
南

城
市

）
】
 

（
保

全
・
回

復
）
 

・
歴

史
的

遺
産

 
・

代
表
的

な
視
点

場
か
ら

海
へ
の

眺
望

 
・

山
並
み

・
稜
線

 
（
創

出
）
 

・
歴

史
的

遺
産
と

の
調
和

集
落

 
・

田
園
風

景
と
の

調
和

 

【
西

海
岸

都
市

景
観

軸
（
嘉

手
納

町
、

北
谷

町
、

宜
野

湾
市

、
浦

添
市

、
那

覇
市

）
】
 

（
保

全
・
回

復
）
 

・
代
表
的

な
視

点
場

か
ら

海
へ

の
眺

望
 

（
創

出
）
 

・
魅
力
あ

る
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ラ

ン
ト

 
・
地
域
の

個
性

や
連

続
性

の
あ

る
都

市
空

間
 

・
潤
い
や

く
つ

ろ
ぎ

の
あ

る
都

市
空

間
 

【
中

南
部

都
市

景
観

軸
（
那

覇
市

、
浦

添
市

、
宜

野
湾

市
、

北
中

城
村

、
沖

縄
市

、
う

る
ま

市
）
】
 

（
創

出
）
 

・
ま
つ
り

・
イ

ベ
ン

ト
の

舞
台

 
・
地
域
の

個
性

や
連

続
性

の
あ

る
都

市
空

間
 

・
潤
い
や

く
つ

ろ
ぎ

の
あ

る
都

市
空

間
 


